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JP
本書では、製品の正しい使用方法を説明しています。技術や使用
方法については、いくつかの例のみを掲載しています。 
製品の使用に関連する危険については、警告のマークが付いて
います。ただし、製品の使用に関連する危険の全てをここに網羅
することはできません。最新の情報や、その他の補足情報等は 
Petzl.com で参照できますので、定期的に確認してください。 
警告および注意事項に留意し、製品を正しく使用する事は、ユー
ザーの責任です。本製品の誤った使用は危険を増加させます。
疑問点や不明な点は (株) アルテリア (TEL 04-2968-3733) にご
相談ください。

1.用途
クライミングやマウンテニアリング、またそれらと類似の用途で
使用するビレイデバイス / ディッセンダーです。 
EN 15151-2 type 2 適合: ブレーキ調節機能を持たないビレイデ
バイス / ディッセンダーです。 
REVERSO は自動的にロープの流れを止める器具ではありませ
ん。ロープの流れを止め、クライマーの墜落を止めるのはビレ
イヤーです。 
本製品の限界を超えるような使用をしないでください。また、本
来の用途以外での使用はしないでください。

責任
警告
この製品を使用する活動には危険が伴います。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保につい
てその責任を負うこととします。
使用する前に必ず:  
- 取扱説明書をよく読み、理解してください 
- この製品を正しく使用するための適切な指導を受けてください 
- この製品の機能とその限界について理解してください 
- この製品を使用する活動に伴う危険について理解してください
これらの注意事項を無視または軽視すると、重度の傷害や死
につながる場合があります。
この製品は使用方法を熟知していて責任能力のある人、あるい
はそれらの人から目の届く範囲で直接指導を受けられる人のみ
使用してください。 
ユーザー各自が自身の行為、判断、および安全の確保について
責任を負い、またそれによって生じる結果についても責任を負う
こととします。各自で責任がとれない場合や、その立場にない場
合、また取扱説明書の内容を理解できない場合は、この製品を
使用しないでください。

2.各部の名称
(1) ナイロンコートスチールケーブル、(2) アンカーアタッチメント
ポイント、(3) アルミニウム合金ボディ、(4) ロープスロット、(5) ブ
レーキグルーブ、(6) リリースホール

3.点検のポイント
ペツルは、少なくとも 12 ヶ月ごとに詳細点検を行うことをお勧
めします。
使用前に
製品にひび割れ、変形、傷、磨耗、腐食等がないことを確認して
ください。 
磨耗によってできる鋭いエッジに注意してください。
使用中の注意点
全ての構成器具が正しくセットされていることを確認してくださ
い。ロープスロットに異物が入らないように注意してください。 
器具とハーネスを連結するカラビナのゲートが閉じてロックさ
れており、荷重が縦軸に沿ってがかかっていることを常に確認し
てください。 
警告: ブレーキバーとして使用するカラビナが正しい位置にある
こと、動きが妨げられていないことを確認する必要があります。

4.適合性
この製品がシステムの中のその他の器具と併用できることを確
認してください (併用できる = 相互の機能を妨げない)。
ロープのタイプと直径:
CE (EN 892) もしくは UIAA の認証を受けたダイナミックロープ (
芯＋外皮) の使用を推奨します:  
- ダブルロープ ≧ 7.1 mm 
- ツインロープ ≧ 6.9 mm 
- シングルロープ ≧ 8.5 mm 
2本のロープを使用する場合、直径や状態、やわらかさ等が同じ
ものを使用してください。一般に流通しているロープの直径の公
称値には、最大で 0.2 mm の公差があります。 
細いロープは握りにくいため、特に注意して使用する必要があり
ます。下降中やフォールを止める際にコントロールが難しくなる
ことがあります。REVERSO で細いロープを使用する場合には、高
い注意力とビレイに関する十分な経験が必要です。
ブレーキ:
ブレーキの効き具合は、ロープの直径や滑りやすさ、濡れている
か等の要因により変わります (雨, 気温)。 
使用するロープにおいて、事前に REVERSO のブレーキの効き具
合を確認しておく必要があります。
操作性:
REVERSO は、直径最大 11 mm までのロープで使用可能です
が、直径 10.5 mm 以下のロープを使用するとロープの流れがよ
りスムーズになります。
ハーネスやアンカーへの連結およびブレーキバーとして使用
するカラビナ: ロッキングカラビナを使用してください。

5.使用上の注意
ケーブルには、張力に対する強度はありません。 
警告、危険: ケーブルを使って自己確保をとらないでください。
グローブの使用を推奨:
直径の細いロープでリードクライマーのビレイをする場合や、ク
ライマーの体重が重い場合、直径の細いロープを使用して懸垂
下降する場合は特に、ビレイグローブの使用をお勧めします。
体重の重いクライマーのビレイ:
体重の重いクライマーの墜落を止めるのは大変難しい場合があ
ります。通常の大人の握力で墜落を止められるクライマーの体
重は 80 ～ 90 kg までです。直径の細いロープを使用している場
合や、ダブルロープで別々にクリップされている場合には、ビレ
イヤーは特に注意する必要があります。
パートナー同士での安全確認:
各ピッチを登り始める前に、クライマーおよびビレイヤーがお
互いに確認することで、最も危険で起こりやすい間違いを防ぐこ
とができます。

6.リードクライマーのビレイ
6a.REVERSO のハーネスへのセット方法。 
6b.共通するビレイポジション: 末端側のロープから絶対に手を
放さないでください。 
6c.ロープを繰り出す。 
6d.ロープをたぐる。 
6e.墜落を止める。 
警告: クライマーが１本目のアンカーにクリップする前に墜落し
た場合、ロープが下方向に引かれるため墜落を止めるのは大
変困難です。 
6f.トップロープでのロワーダウン。

7.ブレーキアシスト機能を使用した１人もしくは２
人のセカンドクライマーのビレイ
7a.ビレイ点に REVERSO をセットします。クライマー側のロープ
を引いてロックすることを確認してください。 
7b.セカンドクライマーをビレイする際の基本ポジション。 
末端側のロープから絶対に手を放さないでください。 
末端側のロープから手を放す場合: それぞれのロープの末端側
にノットを結んでください。 
7c.１人もしくは２人のセカンドクライマーのビレイ。両手を使
い、ロープを操作してください。墜落距離を短くするため、両方の
ロープをこまめに引いてください。 
7d.ブレーキアシスト機能により、墜落の停止を補助します。セカ
ンドクライマーが墜落すると、この機能によりロープにブレーキ
がかかります。 
２本のロープ (セカンドクライマー側および末端側) は、並んだ
状態でブレーキグルーブを通り、また下方向に引かれている必
要があります (図参照)。末端側のロープから絶対に手を放さな
いでください。
警告: REVERSO のブレーキアシスト機能が効かなくなる場
合があります:
7e.ロープが交差することにより、ブレーキアシスト機能が効か
ない状態。直径が非常に小さなロープでは、ブレーキグルーブ
でロープが交差する場合があります。ロープが交差すると、ブレ
ーキアシスト機能が効かない状態になります (断面の丸いカラ
ビナでより起こりやすくなります)。末端側のロープを握って制動
をかけます。 
7f.２人のセカンドクライマーのうちの１人にブレーキアシスト
機能が効かない状態。１人のセカンドクライマーがロープにテ
ンションをかけている場合、もう１人のセカンドクライマーのロ
ープには REVERSO のブレーキアシスト機能が効きません (２本
のロープが完全に平行な場合を除く)。末端側のロープを握って
制動をかけます。 
7g.１人もしくは２人のセカンドクライマーをロワーダウンする
ための REVERSO のリリース。カラビナをリリースホールのハン
ドルのように使用し、REVERSO を上方に傾けてロープを流しま
す。警告: リリースには注意が必要です。操作中は必ず末端側の
ロープをしっかりと握ってください。 
ロープの流れを止めるには、末端側のロープをしっかりと握り、
ハンドルとして使用しているカラビナから手を放します。 
その他の方法 (例: コードやスリング等を使用した方法) でのリリ
ースは絶対にしないでください。

8.懸垂下降
ブレーキは、末端側のロープを握ることで行います。
懸垂下降におけるバックアップシステム (SHUNT またはフリ
クションヒッチ) を REVERSO と併用してください。

9.補足情報
化学薬品と接触したり、濡れたり氷が付いたりした状態では、ブ
レーキの効きが悪くなる場合があります。
廃棄基準:
警告: 極めて異例な状況においては、１回の使用で損傷が生じ、
その後使用不可能になる場合があります (劣悪な使用環境、海
に近い環境での使用、鋭利な角との接触、極端な高 / 低温下で
の使用や保管、化学薬品との接触等)。 
以下のいずれかに該当する製品は以後使用しないでください:  
- 大きな墜落を止めた、あるいは非常に大きな荷重がかかった 
- 点検において使用不可と判断された。製品の状態に疑問が
ある 
- 完全な使用履歴が分からない 
- 該当する規格や法律の変更、新しい技術の発達、また他の器
具との併用に適さない等の理由で、使用には適さないと判断
された 
このような製品は、以後使用されることを避けるため廃棄して
ください。
アイコン:  
A.耐用年数 (特に設けていません) - B.使用温度 - C.使用上の注
意 - D.クリーニング - E.乾燥 - F.保管 / 持ち運び - G.メンテナン
ス - H.改造 / 修理 (パーツの交換を除き、ペツルの施設外での製
品の改造および修理を禁じます) - I.問い合わせ

３年保証
原材料および製造過程における全ての欠陥に対して適用されま
す。以下の場合は保証の対象外とします: 通常の磨耗や傷、酸化、
改造や改変、不適切な保管方法、メンテナンスの不足、事故また
は過失による損傷、不適切または誤った使用方法による故障。

トレーサビリティとマーキング
A.個別番号 - b.製造年 - c.製造日 - d.検査担当 - e.識別番号 - f.取
扱説明書をよく読んでください - g.モデル名 - h.ロープの直径 - 
i.規格 - j.クライマー側 - k.末端側


